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被験者には、大阪大学大学院歯学研究科学生ならびに職員から 20 名(平均年齢: 25.1 ::t 2.8 歳)を選択した。実験
床は、その周縁を口蓋側歯頚部に、後縁をアーラインにそれぞれ設定した厚さ 0.5 mm の金属床(以下、 0.5M 床と
する)、厚さ1.5 mm の金属床(以下、1.5M 床とする)、厚さ1.5 mm のレジン床(以下、1.5R 床とする)の 3 種
類とした。
実験 1 -1 :全口腔法による味覚検査
四基本味(甘味、塩味、酸味、苦味)の溶液を 8 段階の濃度にそれぞれ調整し、各被験溶液 (10 ml)を濃度の低
いものから順に最長 5 秒間口に含ませ認知闘値を求めた。
その結果、酸味と苦味において、 0.5M 床装着時は、非装着時と比較して有意差は認められなかったが、1.5M 床お
よび1.5R 床装着時と比較して認知関値が有意に低くなった。
実験 1-2: 岨唱法による味覚検査








ミゼリー (20X20X10 mm、 5.5 ::t O.1 g) 1 個を 10 秒間自由に岨唱するように指示し、 1 秒間あたりの岐断片表面
積増加量を算出した。
その結果、 0.5M 床装着時は、非装着時と比較して有意差は認められなかったが、1.5M 床および1.5R 床装着時と
比較して岐断片表面積増加量が有意に大きい値を示した。
実験 11. 厚さの弁別能について
実験 I と同様に 20 名(平均年齢: 27.6 ::t 2.5 歳)の被験者を選択し、それぞれ前述の 3 種類の実験床を製作した。
被験試料は注入型レジンを用いて、底面一辺 5.0 mm の正方形、厚さ 3.0 mm を基準片とし、 0.2 mm ずつ薄くなる
下降系列と、 0.2 mm ずつ厚くなる上昇系列において、それぞれ厚さのみが異なる 9段階の試験片を製作した。各試
料の厚さの判断は、アイマスクを着用させ、スプーンに入れた試料を口腔内に入れ、舌と硬口蓋にはさんで行った。
基準片と試験片を順次口に含み、それぞれ 3 秒間で口腔外に出しどちらが厚し、かを答えさせ、 9 段階の試験片に対し
て 10 回ずつランダムに試験を行った。




実験 I と同様に 20 名(平均年齢: 26.7士 3.9 歳)の被験者を選択し、それぞれ前述の 3 種類の実験床を製作した。
被験溶液は恒温槽を用いて、 370Cを基準温水とし、 400C より 2 0Cずつ上昇する 6 段階の温刺激系列と、 300C より 4 0C
ずつ下降する 5段階の冷刺激系列の各刺激温水とした。被験者には、各恒温槽からシリンジで基準温水 (370C) と刺
激温水の各 10 ml を順次採取し、口唇に触れないようにすばやく口腔内に含み、それぞれ 5秒間で口腔外に出すよう
に指示した。被験者は、各条件においてこの工程を 3 回ずつランダムに繰り返し行い、マグニチュード推定法を用い
て、基準温水の刺激を 10 としたときに、刺激温水がどれくらい冷たし、かあるいは温かいかを、被験者自身に自由に
数値化(以下、感覚尺度とする)させた。
その結果、温刺激系列および冷刺激系列ともに、いずれの温度においても非装着時と比較して各実験床装着時の感
覚尺度が有意に小さくなったが、各条件聞において有意差は認められなかった。
[考察ならびに結論】
まず、味覚について、全口腔法では酸味と苦味、阻H爵法では塩味、酸味および苦味の味質で実験床の厚さを薄くす
ることによって、それぞれの認知闘値は低くなり、またH交断片表面積増加量は大きくなった。これは、厚さの厚い実
験床装着時では、心理的な味の対比効果だけでなく、被験溶液が比較的前方部に溜まりやすいことから、舌の前方部
で低い認知闘値を示す甘味や塩味に対する影響が少なかったものと考えられる。一方、甘味以外の味質は、舌縁や舌
根部で低い認知関値を示すことから、実験床の装着により、岨輔運動が損なわれることによって岐断片表面積増加量
が低下し、同様に口腔内全体に味刺激物質が拡がりにくくなることによって認知関値が上昇したものと考えられる。
しかし、実験床の厚さが薄い場合には、舌の運動や各口腔感覚の協調作用が非装着時に近づくことによって、認知関
値および 1 秒間あたりの岐断片表面積増加量のいずれにおいても非装着時との間で有意差が生じなかったものと考
えられる。
次に、厚さの弁別能について、実験床を装着すると弁別闇値は上昇するが、実験床の厚さを薄くすることによって
下降系列の弁別闘値は非装着時に近づいた。これは、実験床が硬口蓋部の感覚受容器を被覆すると、その部分からの
情報が遮断されることにより厚さの弁別能は低下するものの、逆に実験床の厚さが薄い場合には、より口腔内の状態
が非装着時に近くなり、違和感が軽減されることによって、弁別闘値は有意に低くなったものと考えられる。また、
上昇系列と下降系列の結果の相違については、厚さの弁別能に方向特異性があることによるものと考えられる。
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一方、温度感覚について、実験床を装着することによって感覚尺度は小さくなるが、実験床の厚さおよび材質によ
る差は認められなかった。これは温度感覚が温度変化の速度、初期温度および刺激面積の 3 因子に影響され、実験床
の厚さと材質の違いによる影響よりも、硬口蓋を被覆することによって刺激面積が減少するため、感覚尺度が小さく
なったものと考えられる。
以上の結果、義歯床によって硬口蓋が被覆される場合、材質の違いによる影響は、味覚、厚さの弁別能および温度
感覚のいずれにおいても認められなかった。しかし、厚さを薄くすることにより、味覚および厚さ弁別能は、非装着
時に近づくことが示された。これらのことから、厚さを薄くすることが可能な金属床の選択は、レジン床と比較して、
味覚や厚さの弁別能向上の面において、臨床的により有用であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、硬口蓋を被覆する義歯床の厚さと材質の違いが味覚に対してどのように影響を及ぼすかを知ることを目
的として、実験用口蓋床を用い、狭義の味覚としての四基本味に加えて、広義の味覚としての厚さの弁別能や温度感
覚についても検討を行ったものである。
その結果、義歯床の厚さを薄くすることが可能な金属床の選択は、レジン床と比較して温度感覚よりも、狭義の味
覚や厚さの弁別能向上の面において臨床的により有用であることが示された。
以上のことより、本研究は硬口蓋を被覆する義歯床の厚さや材質の違いが味覚に与える影響を明らかにし、補綴治
療上有益な示唆を与えるものであり、博士(歯学)の学位取得に値するものと認める。
- 603-
